
☆★ 3月のプラネタリウム★☆

演劇＋映像＋プラネタリウムの方程式が生み出す、雑貨団のオリジナル作
品シリーズ、シアトリカル・プラネタリウム。今回のテーマは宇宙における”
初めて”！？シュールでコミカルに展開するストーリー、ご期待ください！

●日時：3月31日（金）　(1) 14 時 30 分～　(2) 18 時 30 分～
●場所：プラネタリウム室（全席自由席）
●申込：博物館まで電話申込電話申込
  (3月10日（金）10 時より受付開始3月10日（金）10 時より受付開始；定員になり次第終了 )
●定員：60人
●観覧料：200 円（18歳未満・65歳以上無料）

2011年 3月11日…東日本大震災発生。そのとき仙台の夜空に普段見ることができな
い満天の星が広がっていた…。仙台市天文台が制作した震災時の星空とそのときの人々
の想いを題材にしたプラネタリウム番組を、震災から6年となる今年も投影します。

●日時：3月11日（土）・ 12日（日） 15時 30 分～   ●場所：プラネタリウム室（全席自由席）
●定員：70人（先着順）  ●観覧料：無料（当日9時より1階受付で整理券を配布します）

平塚市博物館では開館以来、40 年間にわたって太陽の黒点のスケッチ
観察を続けてきました。日本も太陽観測衛星を打ち上げ、世界の太陽
研究をリードしています。現在、運用中の太陽観測衛星「ひので」も打
ち上げ10周年を迎えました。それらの観測成果を紹介します。

平塚市とその周辺の “光害 ”の状況を調べるために、2014 年度に結成され
た「ひらつか星空調査隊」。その3年間の成果を展示します。合わせて、な
かなか知られていない光害についても解説します。平塚ではどこで星がよく
見えるの？　そもそも光害って何？　ひらつか星空調査隊の調査結果を見
ながら、光との上手な付き合い方を考えてみませんか？

　3月は一般投影や幼児投影以外にも様々な投影が行われます。ぜひ足をお運びください！

宇宙でチョコは食べられます宇宙でチョコは食べられます

星空とともに星空とともに
同時投影：3.11 東日本大震災の記録～岩手県南部沿岸地域の 3 年間同時投影：3.11 東日本大震災の記録～岩手県南部沿岸地域の 3 年間

　2016 年度ひらつか星空調査隊活動報告会＆講演会「光害から自然との共生を考えよう」　

　講師：越智信彰氏（東洋大学准教授）3月26日（日）　15時 30 分～17時　講堂　参加自由　定員50 名（先着順）

博物館で撮影した 2016 年 4月12日の太陽

展示では “いい照明 ”についても考えます

寄贈品コーナー展示

情報コーナー展示

会期：3月1日（水）～3月30日（木）

会期：2017年 3月4日(土)～5月7日(日)

平塚の太陽観測と最新の太陽像平塚の太陽観測と最新の太陽像

ひらつか星空調査隊　3 年間の歩みひらつか星空調査隊　3 年間の歩み

雑貨団シアトリカル ・ プラネタリウム ｍｉｓｓｉｏｎ .35雑貨団シアトリカル ・ プラネタリウム ｍｉｓｓｉｏｎ .35

3.11 東日本大震災祈念プラネタリウム3.11 東日本大震災祈念プラネタリウム

毎春恒例！

あの日を忘れない
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